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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）　アルキルアルコキシル化リン酸エステル、
　ｂ）　アミン塩、および
　ｃ）　ノニオン性界面活性剤
を含み、
該アルキルアルコキシル化リン酸エステルが約１から約２０ｗｔ％存在し、
該アミン塩がアミン酢酸塩であり、そして
該ノニオン性界面活性剤がアルキルポリグリコシド界面活性剤である、コンベヤー潤滑剤
濃縮組成物。
【請求項２】
　ａ）　アルキルアルコキシル化リン酸エステルが約１から約２０ｗｔ％存在し、
　ｂ）　アミン塩が約０．５から約２５ｗｔ％存在し、そして
　ｃ）　ノニオン性界面活性剤が約０．５から約１０ｗｔ％存在する、請求項１に記載の
コンベヤー潤滑剤濃縮組成物。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のコンベヤー潤滑剤濃縮組成物が水で希釈されて希薄潤滑剤溶
液が形成されている、希薄潤滑剤溶液。
【請求項４】
　コンベヤー潤滑剤の使用溶液組成物であって、
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　請求項１または２に記載のコンベヤー潤滑剤濃縮組成物、ならびに
　水、
を含む、組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特にガラス、アルミニウム、およびＰＥＴ（エチレンテレフタレートの単独
重合体、共重合体およびこれらの混合物で形成された容器）容器の輸送のための潤滑剤と
しての、潤滑剤組成物および方法に関する。該潤滑剤組成物（以下、「組成物」という）
は、リン酸エステル、アミン塩、およびノニオン性界面活性剤を含む。
【背景技術】
【０００２】
　食品工業および飲料工業においては、容器をコンベヤーによってしばしば非常に高速度
で輸送する。容器は、金属、ガラス、加工紙およびワックス紙等の紙、ポリマー材料、等
を含む多くの様々な材料を含んでもよい。工程の間、コンベヤー上の予備のために容器を
コンベヤー上に所定時間置いてもよい。容器が静止している間、コンベヤーベルトはしば
しば連続的にまだ動いている。コンベヤー上の容器のスムーズな輸送を実現するために、
潤滑剤組成物をコンベヤーベルトおよび／または容器の表面に適用する。
【０００３】
　様々な種類の容器および容器材料を有することに加えて、コンベヤーは、ステンレスス
チールおよびアセタール等の様々な材料で形成されてもよい。すべてのコンベヤー潤滑剤
が様々な種類の容器材料およびコンベヤー材料の潤滑において同等に有効であるわけでな
く、潤滑剤の中にはポリマー容器等の特定の材料に対して不利なものもあることが工業的
に一般的に理解されている。たとえば、リン酸エステルは、ガラス容器を輸送するコンベ
ヤーの潤滑には有効でない。さらに、アミン、アルコール、水酸化カリウム等の潤滑剤は
、エチレンテレフタレートの単独重合体および共重合体（すなわち、ＰＥＴ容器）等のポ
リマー容器と相容しない。相容しない潤滑剤への暴露は、ＰＥＴ容器における、いわゆる
環境応力亀裂（プラスチックポリマーが張力下にあるときに生じるひび割れおよび亀裂）
という現象の原因となり得ることが知られている。したがって、プラントが多種類の容器
材料を用いている場合、該プラントは、通常、ライン上の容器を変更する際のコンベヤー
潤滑剤の切り替え、または、時間の浪費となりコストがかかる多数の潤滑剤のストックを
必要とする。本発明はこの背景に対してなされたものである。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　驚くべきことに、種々の容器およびコンベヤーにわたる万能潤滑剤が、（１）リン酸エ
ステル、（２）アミン塩、および（３）ノニオン性界面活性剤、を用いることにより実現
できることを見出した。本発明は、金属、ガラス、およびポリマー（すなわちＰＥＴ）容
器を含む種々の容器の、ステンレススチールおよびアセタールのコンベヤーを含むコンベ
ヤー表面上での潤滑において有効である。好ましいある態様においては、選択されるノニ
オン性界面活性剤がポリマー容器との相容性を有するため応力亀裂を促進しない。ある態
様において本発明は低発泡性である。これらのおよび他の態様は、ある態様についての以
下の詳細な説明を参酌すれば当業者その他にとって明らかとなろう。しかし、この要旨お
よび詳細な説明は種々の態様のうちのある例を示すに過ぎず、特許請求の範囲の発明の限
定を意図するものでないことが理解されるべきである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００５】
　以上で議論したように、本発明は一般的に、特にガラス、アルミニウム、およびＰＥＴ
（エチレンテレフタレートの単独重合体、共重合体およびこれらの混合物で形成された容
器）容器の輸送のための潤滑剤としての潤滑剤組成物、および方法に関する。ある態様に
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おいて、組成物は、リン酸エステル、アミン塩、およびノニオン性界面活性剤を含む。あ
る態様において、ノニオン性界面活性剤はポリマー容器との相容性を有する。ある態様に
おいて、組成物は好ましくは低発泡性である。ある態様において、組成物は実質的に抗菌
剤を含まない。ある態様において、組成物は、該組成物の有効性を高めるための追加の機
能性原料を含む。最後に、本発明のある態様は、リン酸エステル、アミン塩、およびノニ
オン性界面活性剤を含む潤滑剤組成物がコンベヤーまたは容器に適用されたコンベヤー上
で容器を輸送する方法を含む。
【０００６】
　潤滑剤組成物および使用
　潤滑剤組成物は、濃縮組成物または使用組成物であってよい。濃縮組成物は、希釈した
後コンベヤーまたは容器に適用する組成物とされる。使用組成物は、濃縮物から希釈され
たものであってその後コンベヤーまたは容器に適用される組成物とされる。通常、濃縮生
成物を輸送し、その後後現場で希釈して使用組成物を形成するとより安価である。濃縮組
成物および使用組成物は、固体、液体、ペースト、ゲルまたは他の物理的形状であってよ
い。濃縮組成物および使用組成物は好ましくは液体である。
【０００７】
　組成物は、コンベヤーまたは容器に対して濃縮組成物として（割らずに）適用できる。
このような態様において、濃縮物は、薄く実質的に液垂れしない潤滑膜を与える。使用組
成物と対照的に、濃縮組成物によれば、コンベヤーまたは容器に対してより速乾性の潤滑
性が得られ、コンベヤーラインおよび作業エリアをより清浄かつ速乾性にすること、組成
物の使用量を低減することにより、廃棄物、清掃および処理の問題を低減できる。該組成
物はまた、希釈して使用組成物として適用してもよい。使用組成物を適用する場合、希釈
によって、約８００から１０，０００ｐｐｍの濃度、約１００から約５００ｐｐｍの濃度
、約１２５０から約５０００ｐｐｍの濃度、および約１６５０から約３３００ｐｐｍの濃
度を有する組成物としてもよい。組成物を希釈して使用組成物を形成する場合、キャリア
ーまたは溶媒で希釈してもよい。最も普及しているキャリアーまたは溶媒は水であるが、
濃縮物を、グリコールおよびその誘導体ならびにアルコールおよびその誘導体等の他の溶
媒で希釈してもよい。
【０００８】
　典型的には、潤滑剤を希釈する際に発泡する傾向がある。泡は、汚染微生物のキャリア
ーとなったり、包装材料またはラベル材料に損傷を与えたり、包装材表面を覆ってラベル
の密着を妨げたり、自動ラインの検査役の効率的な操作を妨げたり、潤滑剤の性能を低下
させたり、そして場合によっては安全上問題となる可能性があるため望ましくない。幾つ
かの潤滑剤については他よりも発泡させることが知られている。たとえば、リン酸エステ
ル系潤滑剤は発泡性であることが知られている。また、アミン系潤滑剤は発泡性であるこ
とが知られている。驚くべきことに、本発明におけるリン酸エステルとアミン塩との組み
合わせにより低発泡性のコンベヤー潤滑剤が得られることを見出した。この低発泡性潤滑
剤は、上記で議論した欠点を有さないため望ましい。
【０００９】
　潤滑剤を希釈する場合、希釈は、溶媒またはキャリアーを好適な濃度で容器に添加する
ことによりバッチ式で行ってもよく、またはオンラインで連続的に行ってもよい。オンラ
インでの希釈は、通常、濃縮物の流れを水または他のキャリアーまたは溶媒の流れに調整
して導入することにより一定速度で行う。濃縮物の導入は、ポンプ、たとえば、メーター
ポンプにより実現できるが、他の導入手段も可能である。種々の質の水、たとえば、硬水
、軟水、水道水および脱イオン水を使用できる。水は、加熱しても冷却してもよい。組成
物がポンプでコンベヤー上に汲み上げられる場合、連続的に、間欠的に、または１回で適
用できる。ある態様においては、コンベヤーにおける容器と接触する部分のみを処理する
ことが必要となる。同様に、ある態様においては、容器におけるコンベヤーと接触する部
分のみを処理することが必要となる。潤滑剤は、耐用寿命を通じて容器またはコンベヤー
上に残留する永続的な組成物として、または半永続的または一時的な組成物として処方で
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きる。
【００１０】
　ある態様においては、１以上の種々の組成物成分を、最終的な組成物の調製が求められ
るまで別の容器中に供給することが望ましい。これは、特に工程中での洗浄用途に当ては
まる。たとえば、リン酸エステル、アミン塩、およびノニオン性界面活性剤は、組成物の
調製が求められるまで別の容器中に供給することができる。このような準備により、別の
成分を他の組成物に使用することが可能になる。該成分の混合が濃縮物中で行われてもよ
く、または希釈後に混合してもよい。希釈物の混合は、適用場所でまたはその前の製品を
意図した使用場所に輸送する機械システムにおいて行うことができる。
【００１１】
　容器を支持するコンベヤーは、幅広い種類の材料、たとえば、布、金属、プラスチック
、エラストマー、コンポジット、またはこれらの材料の組み合わせまたは混合物で形成で
きる。容器分野において使用されるいずれの種類のコンベヤーシステムも、本発明のある
態様にしたがって処理できる。
【００１２】
　本発明はまた、潤滑剤組成物をコンベヤーまたは容器に適用するコンベヤー上の容器の
輸送方法を含む。組成物は、スプレー、ワイピング、ローリング、はけ塗り、噴霧、滴下
等またはこれらのいずれかの組み合わせを含む多くの方法で適用してよい。
　ある態様では、組成物が生分解性、非毒性、食品用原料であること、インクおよび日付
コードの親和性を有すること等の追加の特徴を有することが好ましい傾向がある。
【００１３】
　定義
　以下の定義された用語に対しては、特許請求の範囲または本明細書中の他の箇所で異な
る定義が与えられていない限りこれらの定義が適用される。
【００１４】
　この点で、すべての数値は明白に示されているか否かに関わらず当然に用語「約」で修
飾されるべきである。用語「約」は、一般的に、挙げられた値と等価である（すなわち、
同一の作用または結果を有する）と当業者が考える数字の範囲と見なされる。多くの場合
、用語「約」は、最も近接する有効数字に四捨五入される数字群を含んでもよい。
【００１５】
　質量パーセント（ｗｅｉｇｈｔ　ｐｅｒｃｅｎｔ，ｐｅｒｃｅｎｔ　ｂｙ　ｗｅｉｇｈ
ｔ）、質量％（％　ｂｙ　ｗｅｉｇｈｔ）、ｗｔ％、等は、組成物の質量で除され１００
が乗じられた物質の質量である基質濃度とされる同義語である。
【００１６】
　端点による数値範囲の列挙は、その範囲内に包含されるすべての数値を含む（たとえば
、１から５は、１，１．５，２，２．７５、３，３．８０，４および５を含む）。
【００１７】
　本明細書および添付の特許請求の範囲で使用される際、単数形「ａ」「ａｎ」および「
ｔｈｅ」は、特に明記しない限り複数の対象も含む。よって、たとえば、「化合物」（「
ａ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ」）を含む組成物というときは２以上の化合物の混合物を含む。本
明細書および添付の特許請求の範囲で使用される際、用語「または」は、一般的に、特に
明記しない限り「および／または」を含む意味で用いられる。
【００１８】
　本願において、用語「抗菌性」の使用は、いずれかの結果物が抗菌剤としての使用を認
可されていることを意味するものではない。
【００１９】
　ある態様において、語句「低発泡性」とは、泡の発生と同程度またはほとんど同程度の
速度で、許容できるレベルまで泡を実質的に消失させる能力を有する組成物とされる。あ
る態様において、語句「低発泡性」とは、コンベヤー表面、装置表面および排出エリアか
ら自由に排出させることができる泡を発生させるいずれかの材料とされる。ある態様にお
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いて、語句「低発泡性」とは、潤滑剤組成物が「溜まる」際に泡の薄膜のみを形成する組
成物とされる。最後に、ある態様において、語句「低発泡性」である。
【００２０】
　リン酸エステル
　以上で議論したように、本発明はリン酸エステルを含む。リン酸エステルは、一般的に
、化学式（ＲＯ3）Ｐ＝Ｏを有する組成物とされる。好ましい態様において、リン酸エス
テルは、アルキルアルコキシル化リン酸エステル、より好ましくは、エトキシル化および
／またはプロポキシル化されたリン酸エステルであって一般構造化学式を有するものであ
る。
Ｒ1－Ｏ－（Ｒ2Ｏ）n－ＰＯ3Ｘ2

（式中、Ｒ1は、炭素原子１から２０、好ましくは炭素原子８から１２のアルキル基（た
とえば、線状、分岐状または環状のアルキル基）を含み、Ｒ2は、－ＣＨ2－ＣＨ2－およ
び
【００２１】

【化１】

【００２２】
（エチレンおよびプロピレン）
から選択され、
Ｒ2がプロピレンのときｎは３から８であり、Ｒ2がエチレンのときｎは３から１０であり
、Ｘは水素、アルカノールアミンおよび／またはアルカリ金属である。）
【００２３】
　アルキルリン酸エステルは、Ｒｈｏｄａｆａｃ（すなわち、Ｒｈｏｄａｆａｃ　ＰＣ－
１００，Ｒｈｏｄａｆａｃ　ＰＬ－６２０，Ｒｈｏｄａｆａｃ　ＰＬ－６，およびＲｈｏ
ｄａｆａｃ　ＲＡ－６００）の名称でロディア社（Ｒｈｏｄｉａ，Ｉｎｃ．）（クランバ
ーリー、ニュージャージー州）から、Ｅｍｐｈｏｓ（Ｅｍｐｈｏｓ　ＰＳ－２３６）の名
称でＷｉｔｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（グリーンウィッチ、コネチカット州）から、
Ｄｅｐｈｏｓ（すなわち、Ｄｅｐｈｏｓ　ＲＡ－４０，Ｄｅｐｈｏｓ　ＲＡ－６０，Ｄｅ
ｐｈｏｓ　ＲＡ－７５，およびＤｅｐｈｏｓ　ＲＡ－８０）の名称で、Ｅｔｈｆａｃ（す
なわち、Ｅｔｈｆａｃ　１４１，Ｅｔｈｆａｃ　１６１，Ｅｔｈｆａｃ　１０４，Ｅｔｈ
ｆａｃ　１０６，Ｅｔｈｆａｃ　１３６，およびＥｔｈｆａｃ　１２４）の名称でエトク
スケミカルズ有限責任会社（Ｅｔｈｏｘ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，ＬＬＣ）（グリーンヴィ
ル、サウスカロライナ州）から、市販により入手可能である。
【００２４】
　リン酸エステルは、好ましくは、ロディア社から市販により入手可能なＲｈｏｄａｆａ
ｃ　ＲＡ６００の商標名で販売されるリン酸エステル等のポリオキシエチレンアルキルリ
ン酸エステル（酸型）である。
【００２５】
　濃縮物は、好ましくは、所望の潤滑性を備えた使用組成物を得るために十分な潤滑量の
アルキルリン酸エステルを含む。得られるアルキルアルコキシル化リン酸エステルの量は
、所望レベルの潤滑性を得るために十分である。アルキルアルコキシル化リン酸エステル
が多すぎると粘度およびコストが上昇する。加えて、潤滑剤組成物中に存在するアニオン
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種およびカチオン種の比率は相分離を回避するために十分なものとすべきである。したが
って、アルキルアルコキシル化リン酸エステルが他の成分に対して少なすぎまたは多すぎ
ると、結果として相分離する可能性がある。アルキルリン酸エステルは、好ましくは、約
１ｗｔ％から約２０ｗｔ％、約３ｗｔ％から約１５ｗｔ％、および約３ｗｔ％から約８ｗ
ｔ％の濃度で与えられる。
【００２６】
　アミン塩
　本発明はアミン塩を含む。アミンは、一般的に、水中で水酸化物イオンを形成し該水酸
化物イオンが応力亀裂を促進するため、ポリマー材料には有害であると考えられる。さら
に、あるアミン、たとえばジアミンは水中での溶解性がわずかである。アミンをアミン塩
に交換すれば、該アミン塩はポリマー材料における応力亀裂を促進せず、またアミン塩は
溶解性を有する。アミン塩は、アミンの酸との反応物とされる。アミン塩は、アミン塩を
生成するために十分な条件下で好適なアミンを酸と反応させることにより簡便に製造して
もよい。一般的に、酸は環境条件下で自然にアミンを中和してアミン塩を形成する傾向が
ある。酸のアミンに対するモル比は、実質的に完全にモノプロトン化塩を形成できるよう
にするためには少なくとも１：１とすべきである。酸のアミンに対するモル比は、実質的
に完全にジプロトン化塩を形成できるようにするためには約２．５：１から３：１とすべ
きであり、実質的に完全にトリプロトン化塩を形成できるようにするためには４：１とす
べきである。また、酸のアミンに対する比は、濃縮組成物のｐＨを約３から６の間に維持
するための過剰の酸を供給するに十分なものとすべきである。アミン塩は酸が過剰の環境
においては反応しない。
【００２７】
　アミンは、モノアミン、ジアミン、またはトリアミンであってよい。さらに、アミンは
、１級アミン、２級アミン、または３級アミンであってよい。
【００２８】
　酸は、好ましくはカルボン酸である。カルボン酸の限定されない例としては、ヒドロキ
シ酢（グリコール）酸、クエン酸、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、カプロン
酸、グルコン酸、イタコン酸、トリクロロ酢酸、乳酸、安息香酸等が挙げられる。酸は好
ましくは酢酸である。
【００２９】
　アミン塩は、好ましくは、酢酸アミンで該アミンが１級アミンまたは２級アミン、およ
びジアミンまたはトリアミンであるものである。有用な酢酸ジアミンとしては、化学式
　　［（Ｒ1）ＮＨ（Ｒ2）ＮＨ3］

+（ＣＨ3ＣＯＯ）-

または
　　［（Ｒ1）ＮＨ2（Ｒ2）ＮＨ3

++］（ＣＨ3ＣＯＯ）2
-

（式中、Ｒ1は化学式Ｒ10Ｏ（Ｒ11）（式中、Ｒ10はＣ10-18脂肪族基であり、Ｒ11はＣ1-

5アルキル基である）のＣ10-18脂肪族基またはエーテル基、Ｒ2はＣ1-5アルキレン基であ
る））を有するものが挙げられる。好ましいジアミン酢酸塩は、式中、Ｒ1が脂肪酸由来
のＣ10-18脂肪族基であり、Ｒ2がプロピレンであるものである。有用なジアミンの代表的
な例としては、Ｎ－ココ－１,３－プロピレンジアミン、Ｎ－オレイル－１,３－プロピレ
ンジアミン、Ｎ－タロー－１,３－プロピレンジアミンおよびこれらの混合物が挙げられ
る。このようなＮ－アルキル－１,３－プロピレンジアミンは、アクゾ　ケミー　アメリ
カ　アルマック　ケミカルズ（Ａｋｚｏ　Ｃｈｅｍｉｅ　Ａｍｅｒｉｃａ，Ａｒｍａｋ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）から、商標Ｄｕｏｍｅｅｎ（登録商標）により入手可能である。有
用なトリアミンの代表的な例としては、Ｎ－タロー－ジプロピレントリアミン、Ｎ－ココ
－ジプロピレントリアミン、Ｎ－オレイル－ジプロピレントリアミンおよびこれらの混合
物が挙げられる。このようなトリアミンは、アクゾ　ケミー　アメリカ　アルマック　ケ
ミカルズから、商標名Ｔｒｉａｍｅｅｎ（登録商標）で市販により入手可能である。
【００３０】
　アミン塩は、好ましくは、ジアミンを酢酸と反応させることにより形成されるアミン酢
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酸塩である。ジアミンは、好ましくは、Ｎ－オレイル－１、３－ジアミノプロパン（Ｄｕ
ｏｍｅｅｎ（登録商標）ＯＬとしてアクゾノーベルから市販により入手可能）である。
【００３１】
　アミン塩は、好ましくは、濃縮物中に濃度約０．５から約２５ｗｔ％、約２から約１５
ｗｔ％、および約３から約６ｗｔ％で存在する。
【００３２】
　ノニオン性界面活性剤
　本発明は、コンベヤー表面の濡れ性を付与するためにノニオン性界面活性剤を含む。ノ
ニオン性界面活性剤の例としては、アルキルフェノールおよび脂肪族アルコール等の長鎖
アルコールのポリアルキレンオキサイド濃縮物が挙げられる。具体的な例としてはＣ6－
Ｃ18のアルキル鎖が挙げられる。典型的な例は、トール油、ココナッツ油、ラウリン酸、
ステアリン酸、オレイン酸等のポリオキシエチレン付加物、およびこれらの混合物である
。他のノニオン性界面活性剤としては、約８から２２の炭素原子を脂肪族アルキル基中ま
たは脂肪族アシル基中に有し約１０から４０のアルキルオキシユニットをオキシアルキレ
ン部位に有する脂肪酸アミンおよび脂肪酸アミドのポリオキシアルキレン濃縮物も可能で
ある。典型的な生成物は、ココナッツ油アミンおよびココナッツ油アミドと１０から３０
モルのエチレンオキサイドとの濃縮生成物である。様々なアルキレンオキサイドを同じ脂
肪酸アミンまたは脂肪酸アミドと濃縮することによりブロック共重合体を形成することが
できる。具体例は、長鎖脂肪酸アミンと、３ブロックのオキシアルキレンユニットであっ
て第１および第３のブロックがプロピレンオキサイド部位からなり第２のブロックがエチ
レンオキサイド部位からなるものとのポリオキシアルキレン濃縮物である。ブロック共重
合体は直鎖でも分岐鎖でもよい。
【００３３】
　さらに他の種類のノニオン性物は、アルコキシル化脂肪族アルコールである。典型的な
生成物は、ｎ－デシルアルコール、ｎ－ドデシルアルコール、ｎ－オクタデシルアルコー
ルおよびこれらの混合物と、３から５０モルのエチレンオキサイドとの濃縮生成物である
。
【００３４】
　潤滑剤組成物に対して特に好適なノニオン性物としては、比較的重合度の低いアルキル
グリコシドのアルキレンオキサイド付加物がある。これらのオキシアルキル化グリコシド
は、アルキレンオキサイド残基を有するモノ－、ジ－、トリ－等のサッカライドといった
脂肪族エーテル誘導体を含む。好ましい例としては、１から３０ユニットのアルキレンオ
キサイド、典型的にはエチレンオキサイド、１から３ユニットのペントースまたはヘキソ
ース、および、アルキル基として６から２０炭素原子の脂肪族基、が挙げられる。オキシ
アルキル化グリコシドは、一般式
　　Ｈ－（ＡＯ）ｍ－Ｇｙ－Ｏ－Ｒ
（式中、ＡＯはアルキレンオキサイド残基、ｍはアルキルオキサイド置換度であって平均
が１から３０であり、Ｇは５から６の炭素原子を含む還元糖、すなわちペントースまたは
ヘキソース、から誘導体化された部位、Ｒは６から２０の炭素原子を含む飽和または不飽
和の脂肪族アルキル基、そして、ｙ（ポリグリコシドの重合度（Ｄ．Ｐ．））はポリグリ
コシド中の単糖の繰り返し単位の数を表し、該数は、個々の分子を基にすれば整数である
が、潤滑剤の原料として用いる際に平均を基に求める場合には整数でなくてもよい。
【００３５】
　具体的な例としては、Ｓｐａｎｓ（登録商標）等のソルビタン脂肪酸エステル、および
、Ｔｗｅｅｎ（登録商標）として知られる、ソルビタンと脂肪酸とのエステルのポリオキ
シエチレン誘導体、が挙げられる。これらは、ソルビタン脂肪族エステルにエチレンオキ
サイドを付加することによって得られるポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルで
ある。これらの具体的な例としては、ポリソルベート２０すなわちポリオキシエチレン２
０ソルビタンモノラウレート、ポリソルベート４０すなわちポリオキシエチレン２０ソル
ビタンモノパルミテート、ポリソルベート６０すなわちポリオキシエチレン２０ソルビタ
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ンモノステアレート、またはポリソルベート８５すなわちポリオキシエチレン２０ソルビ
タントリオレエート、が挙げられる。
【００３６】
　本発明の好ましい態様は、ノニオン性界面活性剤としてアルキルポリグリコシドを含む
ことができる。アルキルポリグリコシドは、ポリマー容器の応力亀裂を促進しない。アル
キルポリグリコシド（ＡＰＧｓ）はまた、多数の水酸基の存在によって親水性である炭水
化物を含む。
【００３７】
　ＡＰＧは、単糖または多糖の脂肪族エステル誘導体である。単糖または多糖の群は、ヘ
キソースまたはペントースのモノ－、ジ－、トリ－等のサッカライドであり、アルキル基
は７から２０の炭素原子を有する脂肪族基である。アルキルポリグリコシドは、一般式、
Ｇx－Ｏ－Ｒ
（式中、Ｇは、５または６の炭素原子を有する還元糖（すなわちペントースまたはヘキソ
ース）由来の誘導体化された部位であり、そしてＲは、飽和または不飽和の６から２０の
炭素原子を有する脂肪族アルキル基であり、ｘ（ポリグリコシドの重合度（Ｄ．Ｐ．））
は、ポリグリコシド中の単糖の繰り返し単位の数を表し、個々の分子を基にすれば整数で
あるが、平均を基にする場合は整数でなくてもよい）で表されることができる。ある態様
ではｘは２．５未満の値をとり、ある態様では１から２の範囲内である。
【００３８】
　還元糖部位において、Ｇは、ペントースまたはヘキソースに由来して誘導体化できる。
典型的な単糖は、グルコース、フルクトース、マンノース、ガラクトース、タロース、グ
ロース、アロース、アルトロース、イドース、アラビノース、キシロース、リキソースお
よびリボースである。グルコースは容易に得られるため、ポリグリコシドの形成において
はグルコースが一般的な態様である。
【００３９】
　不飽和アルキル脂肪族基を使用することは可能であるが、ある態様では脂肪族アルキル
基が飽和アルキル基である。芳香族ポリグリコシドを形成するために、脂肪族アルキル基
に代えて、アルキルフェニル、アルキルベンジル等の芳香族基を使用することもできる。
【００４０】
　一般的に、市販で入手可能なポリグリコシドは、Ｃ8－Ｃ16のアルキル鎖および１．４
から１．６の範囲内の平均重合度を有する。
【００４１】
　ノニオン性界面活性剤は、好ましくは、ポリマー容器の応力亀裂を促進しないものであ
り、このようなノニオン性界面活性剤の例としてはアルキルポリグリコシドが挙げられる
。好ましいアルキルポリグリコシドは、Ａｌｋａｄｅｔ１５（ハンツマン社（Ｈｕｎｔｓ
ｍａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）から市販により入手可能）である。
【００４２】
　ノニオン性界面活性は、好ましくは、濃縮物中に約０．５から約１０ｗｔ％、約２から
約５ｗｔ％、そして約２から約４ｗｔ％で存在する。
【００４３】
　追加の機能性原料
　追加の機能性原料は、組成物の有効性を改善するために任意に使用できる。このような
追加の活性な原料の限定されない例としては、界面活性剤、中和剤、安定剤／カップリン
グ剤、分散剤、摩耗防止剤、抗菌剤、粘度調整剤、金属イオン封鎖剤／キレート剤、バイ
オフィルム抑制剤、染料、緩衝剤、防食剤、帯電防止剤、着臭剤、第２の潤滑剤、これら
の混合物、および望ましい特性または機能性を潤滑剤組成物に与えるのに有用な他の原料
を挙げることができる。以下にこのような原料の例を幾つか記載する。
【００４４】
　界面活性剤
　潤滑剤組成物はまた、カチオン性、アニオン性、両性およびノニオン性の界面活性剤お
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よびこれらの混合物を追加で含んでもよい。界面活性剤の議論のため、参照によりここに
組み入れられるカークオスマー（Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ），Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ　
ｉｎ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，１
９：５０７－５９３（２ｄ　ｅｄ．１９６９）を参照されたい。
【００４５】
　中和剤
　潤滑剤組成物はまた、種々の目的で中和剤を含んでもよい。一般的に用いられる中和剤
には、水酸化カリウムおよび水酸化ナトリウム等のアルカリ金属水酸化物がある。中和剤
の他の種類としてはアルキルアミンがあり、１級、２級または３級でもよく、モノエタノ
ールアミン、ジエタノールアミン、およびトリエタノールアミン等のアルカノールアミン
でもよく、または、モルホリン等の環状アミンでもよい。
【００４６】
　脂肪族アルキル置換されたアミンもまた中和剤として使用でき、アミンの第１の置換基
は、飽和でも不飽和でもよく８から２２の間の炭素原子を有する分岐鎖状または直鎖状の
アルキル基、１から４の炭素を有するアルキル基またはヒドロキシアルキル基、または、
アルコキシレート基であり、そして、アミンの第３の置換基は、－ＮＨ2、－ＯＲ、ＳＯ3

、アミンアルコキシレート、アルコキシレート等の親水性部位に結合した炭素数２から１
２のアルキレン基である。これらのアミンは、化学式、
【００４７】
【化２】

【００４８】
（式中、Ｒ1は８から２２の間の炭素原子を有するアルキル基であり、そしてＲ2は、水素
、１から４の炭素を有するアルキル基もしくはヒドロキシアルキル基またはアルコキシレ
ート基であり、Ｒ3は２から１２の炭素原子を有するアルキレン基であり、そしてＸは、
水素、または－ＮＨ2、－ＯＲ、－ＳＯ3、アミンアルコキシレート、アルコキシレート等
の親水性基である）により示すことができる。
【００４９】
　中和剤に有用なアミンの例としては、ジメチルデシルアミン、ジメチルオクチルアミン
、オクチルアミン、ノニルアミン、デシルアミン、エチルオクチルアミン等、およびこれ
らの混合物が挙げられる。
【００５０】
　Ｘが－ＮＨ2である場合、好ましい例としては、Ｎ－ココ－１，３－ジアミノプロパン
、Ｎ－タロー－１，３－ジアミノプロパン等のアルキルプロピレンアミン、またはこれら
の混合物が挙げられる。
【００５１】
　好ましいエトキシル化アミンの例としては、エトキシル化タローアミン、エトキシル化
ココナッツアミン、エトキシル化アルキルプロピレンアミン等、およびこれらの混合物が
挙げられる。
【００５２】
　安定剤／カップリング剤
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　安定剤またはカップリング剤は、濃度をたとえば低温下で均一に保つために用いること
ができる。原料によっては、相分離または高濃度による層形成の傾向を有する可能性があ
る。多くの様々な種類の化合物を安定剤として使用できる。例としては、イソプロピルア
ルコール、エタノール、尿素、オクタンスルホネート、へキシレングリコール、プロピレ
ングリコール等のグリコールが挙げられる。
【００５３】
　洗浄剤／分散剤
　洗浄剤または分散剤もまた添加できる。洗浄剤および分散剤の例としては、アルキルベ
ンゼンスルホン酸、アルキルフェノール、カルボン酸、アルキルホスホン酸ならびにこれ
らのカルシウム塩、ナトリウム塩およびマグネシウム塩、ポリブテニルコハク酸誘導体、
シリコーン界面活性剤、フルオロ界面活性剤、および油溶性脂肪族炭化水素鎖に付いた極
性基を含む分子が挙げられる。
【００５４】
　好適な分散剤の例としては、トリエタノールアミンや、ココビス（２－ヒドロキシエチ
ル）アミン、ポリオキシエチレン（５－）ココアミン、ポリオキシエチレン（１５）ココ
アミン、タロービス（－２ヒドロキシエチル）アミン、ポリオキシエチレン（１５）アミ
ン、ポリオキシエチレン（５）オレイルアミン等の、アルコキシル化脂肪族アルキルモノ
アミンおよびアルコキシル化脂肪族アルキルジアミンが挙げられる。
【００５５】
　摩耗防止剤
　摩耗防止剤もまた添加できる。摩耗防止剤の例としては、ジアルキルジチオリン酸亜鉛
、トリクレジルホスフェート、および、アルキルおよびアリールのジスルフィドおよびポ
リスルフィドが挙げられる。摩耗防止剤および／または極圧添加剤は、望ましい結果が与
えられる量で使用する。
【００５６】
　抗菌剤
　抗菌剤もまた添加できる。有用な抗菌剤としては、殺菌剤、防腐剤および保存料が挙げ
られる。限定されない例としては、ハロフェノールならびにニトロフェノールならびに４
－へキシルレゾルシノール、２－ベンジル－４－クロロフェノールおよび２，４，４’－
トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル等の置換ビスフェノールを含むフェノ
ール類、デヒドロ酢酸、ペルオキシカルボン酸、ペルオキシ酢酸、メチルｐ－ヒドロキシ
安息香酸等の有機酸および無機酸ならびにそのエステルおよび塩、４級アンモニウム化合
物等のカチオン性試薬、テトラキスヒドロキシメチルホスホニウムスルフェート（ＴＨＰ
Ｓ）等のホスホニウム化合物、グルタルアルデヒド等のアルデヒド、アクリジン、トリフ
ェニルメタン染料およびキニーネ等の抗菌性染料、ならびにヨウ素化合物および塩素化合
物等のハロゲン類が挙げられる。抗菌剤は、望ましい抗菌特性を与える量で使用できる。
【００５７】
　粘度調整剤
　粘度調整剤もまた添加できる。粘度調整剤の例としては、ポリメタクリレート、ポリイ
ソブチレン、ポリアクリルアミド、ポリビニルアルコール、ポリアクリル酸、高分子量ポ
リオキシエチレン、ブチルグルコシドおよびポリアルキルスチレン等の流動点降下剤およ
び増粘剤が挙げられる。調整剤は望ましい結果を与える量で使用できる。
【００５８】
　金属イオン封鎖剤／キレート剤
　潤滑剤組成物は、金属イオン封鎖剤またはキレート剤を含んでもよい。たとえば、軟水
が入手できず硬水が用いられている場所では、カルシウムイオン、マグネシウムイオンお
よび第一鉄イオン等の硬カチオンにより界面活性剤の効果が低下する傾向があり、さらに
、スルフェートおよびカーボネート等のイオンと接触し始めると沈殿物を形成する。金属
イオン封鎖剤は、硬イオンと錯体を形成するために使用できる。金属イオン封鎖剤の分子
は、硬イオンと配位結合を形成できる２以上のドナー原子を含んでもよい。３，４または
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これを超えるドナー原子を有する金属イオン封鎖剤は、３座配位子、４座配位子または多
座配位子とよばれる。一般的に、より大きい数のドナー原子を有する化合物が、より良好
な金属イオン封鎖剤である。好ましい金属イオン封鎖剤は、ダウケミカルズから販売され
るＮａ2ＥＤＴＡおよびＮａ4ＥＤＴＡといったヴェルセン（Ｖｅｒｓｅｎｅ）生成物等の
エチレンジアミン４酢酸（ＥＤＴＡ）である。その他の金属イオン封鎖剤のさらなる例と
しては、イミノジコハク酸ナトリウム塩、トランス－１，２－ジアミノシクロヘキサン４
酢酸一水和物、ジエチレントリアミン５酢酸、ニトリロ３酢酸のナトリウム塩、Ｎ－ヒド
ロキシエチレンジアミン３酢酸の５ナトリウム塩、Ｎ，Ｎ－ジ（ベタ－ヒドロキシエチル
）グリシンの３ナトリウム塩、グルコヘプトン酸ナトリウムのナトリウム塩、等が挙げら
れる。
【００５９】
　バイオフィルム抑制剤
　バイオフィルム抑制剤は組成物中に任意に含有させることができる。バイオフィルムは
、水と接触する表面上に形成される生体マトリクスである。バイオフィルムは、通常、有
害バクテリア等の病原体を含む。これらの病原体は典型的な殺生物剤由来のマトリクスで
防御されており、これにより多くの病原体よりも殺すのが困難である。バイオフィルムの
成長および除去は、表面組成および周辺環境の化学組成等の幾つかの要素に依存する。
【００６０】
　バイオフィルムを除去する方法は幾つかあり、物理的、化学的および生物学的な方法が
挙げられる。物理的にバイオフィルムを除去する方法の例としては、磁場、超音波、なら
びに高電場および低電場の使用が挙げられる。バイオフィルムの物理的な除去は、化学的
または生物学的なバイオフィルムの除去方法と組み合わせることができる。化学的または
生物学的なバイオフィルムの除去方法の例としては、バイオフィルム抑制剤の使用が挙げ
られる。バイオフィルム抑制剤の例としては、ＥＤＴＡおよびＥＧＴＡ等のキレート剤、
塩素、ヨウ素、過酸化水素、およびＬａｃｔｏｃｏｃｃｕｓ　Ｌａｃｔｕｓの生成するも
ののようなナイシン等の抗菌性タンパクが挙げられる。キレート剤は、バイオフィルムの
細胞外膜を不安定化する。塩素、ヨウ素および過酸化水素は、マトリクスを解重合するこ
とによってバイオフィルムを除去する。
【００６１】
　染料および着臭剤
　香料および他の美観向上剤を含む種々の染料および着臭剤もまた組成物中に含有させる
ことができる。染料は、組成物の外観を変え、またはモニター手段として使用するために
含有させることができ、たとえば、水または生成物への溶解性を有するいずれかの染料、
ＦＤ＆Ｃの認可されたいずれかの染料、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ　８６（マイルズ（Ｍｉ
ｌｅｓ）、Ｆａｓｔｕｓｏｌ　Ｂｌｕｅ（モーベイケミカル社（Ｍｏｂａｙ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ｃｏｒｐ．））、Ａｃｉｄ　Ｏｒａｎｇｅ　７（アメリカン　シアナミッド（Ａ
ｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ））、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　１０（サンド（Ｓ
ａｎｄｏｚ））、Ａｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　２３（ＧＡＦ）、Ａｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　
１７（シグマ　ケミカル（Ｓｉｇｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ））、Ｓａｐ　Ｇｒｅｅｎ（Ｋ
ｅｙｓｔｏｎ　Ａｎａｌｉｎｅ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）、Ｍｅｔａｎｉｌ　Ｙｅｌ
ｌｏｗ（Ｋｅｙｓｔｏｎ　Ａｎａｌｉｎｅ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）、Ａｃｉｄ　Ｂ
ｌｕｅ　９（ヒルトン　デイビス（Ｈｉｌｔｏｎ　Ｄａｖｉｓ））、Ｓａｎｄｌａｎ　Ｂ
ｌｕｅ／Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ　１８２（サンド）、Ｈｉｓｏｌ　Ｆａｓｔ　Ｒｅｄ（キャ
ピトル　カラー　アンド　ケミカル（Ｃａｐｉｔｏｌ　Ｃｏｌｏｒ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ））、Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｉｎ（キャピトル　カラー　アンド　ケミカル）、Ａｃ
ｉｄ　Ｇｒｅｅｎ　２５（チバガイギー）等が挙げられる。
【００６２】
　組成物中に含有させることができるフレグランスまたはパフュームとしては、たとえば
、シトロネロール等のテルペノイド、アミル桂皮アルデヒド等のアルデヒド、Ｃ1Ｓ－ジ
ャスミンまたはジャスマール等のジャスミン、バニリン等が挙げられる。
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【００６３】
　緩衝剤
　組成物は緩衝剤を任意に含むことができる。好ましい緩衝剤の限定されない例としては
、シトレート、ホスフェート、ボレートおよびカーボネートが挙げられる。
【００６４】
　防食剤
　組成物は防食剤を任意に含むことができる。防食剤は、防食剤で処理されていない表面
と比べて光沢がありバイオフィルムが積層しにくい傾向にある表面を形成する組成物を与
える。本発明において使用できる好ましい防食剤としては、ホスホネート、ホスホン酸、
トリアゾール、有機アミン、ソルビタンエステル、カルボン酸誘導体、サルコシネート、
リン酸エステル、亜鉛、ナイトレート、クロム、モリブデートを含む成分、およびボレー
トを含む成分が挙げられる。典型的なホスフェートまたはホスホン酸は、Ｄｅｑｕｅｓｔ
（すなわち、Ｄｅｑｕｅｓｔ　２０００、Ｄｅｑｕｅｓｔ　２００６、Ｄｅｑｕｅｓｔ　
２０１０、Ｄｅｑｕｅｓｔ　２０１６、Ｄｅｑｕｅｓｔ　２０５４、Ｄｅｑｕｅｓｔ　２
０６０、およびＤｅｑｕｅｓｔ　２０６６）の名称で、ソルティア社（Ｓｏｌｕｔｉａ，
Ｉｎｃ．）（セントルイス、ミズーリ州）から入手可能である。典型的なトリアゾールは
、Ｃｏｂｒａｔｅｃ（すなわち、Ｃｏｂｒａｔｅｃ　１００、Ｃｏｂｒａｔｅｃ　ＴＴ－
５０－Ｓ、およびＣｏｂｒａｔｅｃ　９９）の名称で、ＰＭＣスペシャルティーズグルー
プ社（ＰＭＣ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ　Ｇｒｏｕｐ，Ｉｎｃ．）（シンシナティ、オハ
イオ州）から入手可能である。典型的な有機アミンとしては、脂肪族アミン、芳香族アミ
ン、モノアミン、ジアミン、トリアミン、ポリアミンおよびこれらの塩が挙げられる。典
型的なアミンは、Ａｍｐ（すなわち、Ａｍｐ－９５）の名称でアンガス　ケミカル　カン
パニー（Ａｎｇｕｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）（バッファローグローブ、イ
リノイ州）から、ＷＧＳ（すなわち、ＷＧＳ－５０）の名称で、Ｊａｃａｍ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌｓ，ＬＬＣ（スターリング、カンザス州）から、Ｄｕｏｍｅｅｎ（すなわち、Ｄｕ
ｏｍｅｅｎ　ＯおよびＤｕｏｍｅｅｎ　Ｃ）の名称でアクゾノーベルケミカルズ社（シカ
ゴ、イリノイ州）から、ＤｅＴｈｏｘアミン（ＣシリーズおよびＴシリーズ）の名称でデ
フォレスト　エンタープライゼス社（ＤｅＦｏｒｅｓｔ　Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅｓ　Ｉｎ
ｃ．）（ボーカラトーン、フロリダ州）から、Ｄｅｒｉｐｈａｔシリーズの名称でヘンケ
ル社（アンブラー、ペンシルバニア州）、およびＭａｘｈｉｂ（ＡＣシリーズ）の名称で
ケマックス社（Ｃｈｅｍａｘ　Ｉｎｃ．）（グリーンヴィル、サウスカロライナ州）から
、入手可能である。典型的なソルビタンエステルは、Ｃａｌｇｅｎｅ（ＬＡ－シリーズ）
の名称で、カルジーン　ケミカル社（Ｃａｌｇｅｎｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｃ．）（
スコーキー、イリノイ州）から入手可能である。典型的なカルボン酸誘導体は、Ｒｅｃｏ
ｒ（すなわち、Ｒｅｃｏｒ　１２）の名称でチバ－ガイギー社（タリタウン、ニューヨー
ク州）から入手可能である。典型的なサルコシネートは、Ｈａｍｐｏｓｙｌの名称でハン
プシャーケミカル社（Ｈａｍｐｓｈｉｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．）（レキシン
トン、マサチューセッツ州）から、およびＳａｒｋｏｓｙｌの名称でチバ－ガイギー社（
タリタウン、ニューヨーク州）から入手可能である。
【００６５】
　組成物は、表面の金属部分の光沢を向上させるための防食剤を任意に含有する。
【００６６】
　帯電防止剤
　帯電防止剤は、組成物中に任意に含有させることができる。帯電防止剤の例としては、
長鎖のアミン、アミドおよび４級アンモニウム塩、脂肪酸およびこれらの誘導体のエステ
ル、スルホン酸およびアルキルアリールスルホネート、ポリオキシエチレン誘導体、ポリ
グリコールおよびこれらの誘導体、多価アルコールおよびこれらの誘導体、ならびにリン
酸誘導体が挙げられる。
【００６７】
　第２の潤滑剤
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　種々の潤滑剤および第２の潤滑剤を組成物中に使用でき、ポリオール（たとえば、グリ
セロールおよびプロピレングリコール）、ポリテトラフルオロエチレン（たとえば、ＴＥ
ＦＬＯＮ（登録商標））、ポリアルキレングリコール（たとえば、ＣＡＲＢＯＷＡＸ（商
標）シリーズのポリエチレングリコールおよびメトキシポリエチレングリコール、ユニオ
ンカーバイド社から市販により入手可能）、エチレンオキサイドとプロピレンオキサイド
との直鎖共重合体（たとえば、ＵＣＯＮ（商標）　５０－ＨＢ－１００　水溶性エチレン
オキサイド：プロピレンオキサイド共重合体、ユニオンカーバイド社から市販により入手
可能）、およびソルビタンエステル（たとえば、ＴＷＥＥＮ（商標）シリーズ２０，４０
，６０，８０および８５　ポリオキシエチレンソルビタンモノオレエート、ならびにＳＰ
ＡＮ（商標）シリーズ２０，８０，８３および８５　ソルビタンエステル、ＩＣＩサーフ
ァクタンツから市販により入手可能）等の水酸基含有成分が挙げられる。他の好適な潤滑
剤および第２の潤滑剤としては、リン酸エステル、アミンおよびこれらの誘導体、ならび
に他の市販により入手可能な潤滑剤および第２の潤滑剤であって当業者によく知られてい
ると思われるものが挙げられる。上記の潤滑剤の誘導体（たとえば、部分エステルまたは
エトキシレート）もまた使用できる。プラスチック容器を含む用途では、プラスチック容
器の環境応力亀裂を促進する可能性がある潤滑剤の使用を回避するよう注意すべきである
。最後に、種々のシリコーン材料を第２の潤滑剤として採用でき、シリコーンエマルショ
ン（メチル（ジメチル）高級アルキルシリコーンまたは高級アリールシリコーン、クロロ
シラン等の官能化シリコーン、アミノ－置換，メトキシ－置換，エポキシ－置換およびビ
ニル置換されたシロキサン、ならびにシラノール、から形成されるエマルション等）が挙
げられる。好適なシリコーンエマルションとしては、Ｅ２１７５高粘度ポリジメチルシロ
キサン（６０％シロキサンエマルション、ラムベント　テクノロジーズ社（Ｌａｍｂｅｎ
ｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｉｎｃ．）から市販により入手可能）、Ｅ２１４５ＦＧ
食用グレード中粘度ポリジメチルシロキサン（３５％シロキサンエマルション、ラムベン
ト　テクノロジーズ社から市販により入手可能）、ＨＶ４９０高分子量ヒドロキシ末端ジ
メチルシリコーン（アニオン性３０－６０％シロキサンエマルション、ダウコーニング社
から市販により入手可能）、ＳＭ２１３５　ポリジメチルシロキサン（ノニオン性５０％
シロキサンエマルション、ＧＥシリコーンズから市販により入手可能）およびＳＭ２１６
７ポリジメチルシロキサン（カチオン性５０％シロキサンエマルション、ＧＥシリコーン
ズから市販により入手可能）が挙げられる。他のシリコーン材料としては、ＴＯＳＰＥＡ
ＲＬ（商標）シリーズ（東芝シリコーン株式会社から市販により入手可能）等の微粉砕シ
リコーン粉末、ならびに、ＷＰ３０アニオン性シリコーン界面活性剤、ＷＡＸＷＳ－Ｐノ
ニオン性シリコーン界面活性剤、ＱＵＡＴＱ－４００Ｍカチオン性シリコーン界面活性剤
および７０３特殊シリコーン界面活性剤（すべて、ラムベント　テクノロジーズ社から市
販により入手可能）等のシリコーン界面活性剤が挙げられる。好ましいシリコーンエマル
ションは、典型的には、約３０ｗｔ％から約７０ｗｔ％の水を含む。非水混和性のシリコ
ーン材料（たとえば、非水溶性シリコーン流体および非水分散性シリコーン粉末）もまた
、好適な乳化剤（たとえば、ノニオン性、アニオン性またはカチオン性の乳化剤）と組み
合わされれば組成物中に使用できる。プラスチック容器（すなわちＰＥＴ飲料ボトル）を
含む用途に対しては、プラスチック容器の環境応力亀裂を促進する乳化剤または他の界面
活性剤の使用を回避するよう注意すべきである。
【００６８】
　本発明のより完全な理解のため、幾つかの態様を説明するために以下の例を記載する。
これらの例および実験は説明であって限定ではないと理解すべきである。すべての部は、
他の記載がない限り質量部である。
【実施例】
【００６９】
　以下のチャートは、以下の実施例で用いた所定の化学成分の概要を説明するものである
。
【００７０】
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　表１　実施例で用いた諸化学物質の商標名および対応説明
【００７１】
【表１】

【００７２】
　実施例１
　実施例１では、本発明によるガラスボトルライン上の潤滑性付与能力を検証した。本実
施例のために、処方１を、公知のコンベヤー潤滑剤ＬＵＢＯＤＲＩＶＥ（商標）、アミン
系コンベヤー潤滑剤、エコラボ社（セントポール、ミネソタ州）から市販により入手可能
、に対して試験した。処方１の処方は表２で与えられる。該処方は質量％で与えられる。
【００７３】
　表２　コンベヤー潤滑剤処方
【００７４】
【表２】

【００７５】
　処方１および該ＬＵＢＯＤＲＩＶＥ（商標）潤滑剤につき、３００ｍｌおよび１８００
ｍｌのガラスボトルを５５０ボトル毎分および３００ボトル毎分でそれぞれ流したステン
レススチールコンベヤー上で試験した。コンベヤーライン沿いの種々の箇所で摩擦係数を
測定した。製品を流す間、製造ラインに用いられる包装材を代表する試験用容器をひずみ
ゲージに合成糸で接続し、稼動している製造ラインコンベヤー上に載置した。試験用容器
がおよそ３０秒間自由に引っ張られるようにして、摩擦力および重力のみを作用させた。
摩擦力は、３０秒後に記録した。この方法を多数回繰り返して平均摩擦係数を得た。結果
を表３に示す。
【００７６】
　表３　ステンレススチール上のガラスボトルの摩擦係数
【００７７】
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【表３】

【００７８】
　表３は、ステンレススチール上のガラスボトルに対して、処方１が、公知のコンベヤー
潤滑剤であるＬＵＢＯＤＲＩＶＥ（商標）潤滑剤よりも良好な潤滑性を有したことを示す
。
【００７９】
　実施例２
　実施例２では、本発明の起泡性を他の公知の潤滑剤と比較した。本実施例においては、
表４の処方を、ＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＧＬＦ（商標）およびＬＵＢＯＫＬＡＲ　ＸＴ（商
標）（いずれもアミン系コンベヤー潤滑剤でエコラボ社（セントポール、ミネソタ州）か
ら市販により入手可能）と比較した。表４の処方は質量％で示されている。
【００８０】
　表４　処方
【００８１】

【表４】

【００８２】
　本実施例では、表４の処方の０．２ｗｔ％潤滑剤水溶液を、再循環システムに接続され
温度管理されたステンレススチール／ガラスのシリンダータンクを経由して再循環させた
。再循環システムは、圧力調節器、およびタンクにステンレススチールパイプで順次接続
された水ポンプからなる。再循環システムへの供給口をタンクの底部に設け、水は、タン
クの頂部付近に設けられたＣＩＰノズルを経由してシリンダー内に戻した。圧力を１４０
ｋＰａ（キロパスカル）に調整し、２０℃で実験を行った。泡の発生を、５分間隔で２５
－３０分間にわたって記録した。泡の高さはセンチメートル単位で測定した。結果を表５
に示す。
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　表５　ルーブ溶液の泡発生データ
【００８４】
【表５】

【００８５】
　表５は、本発明の処方２－５、特に処方２－４において公知のコンベヤー潤滑剤と比べ
て泡の生成が少ないことを示す。
【００８６】
　実施例３
　実施例３では、種々の潤滑剤についてステンレススチール表面上のガラスボトルの潤滑
能力を比較した。本実施例では、表４の処方の０．２ｗｔ％溶液を、ＬＵＢＯＤＲＩＶＥ
　ＧＬＦ（商標）およびＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＮＦ（商標）（リン酸エステルルーブ、エ
コラボ社（セントポール、ミネソタ州）から市販により入手可能）とともに用いた。本実
施例では、処方につきショートトラック試験を用いて試験した。
【００８７】
　ショートトラック試験
　試験には、マウントフランクリンミネラルウォーターの６００ｍＬのＰＥＴボトルをＰ
ＥＴ容器として用い、Ｐｅｐｓｉ（登録商標）の３７３ｍＬの缶２本を缶容器として用い
、３７３ｍＬのビクトリアビターのボトル２本をガラス容器として用いた。試験のために
、容器の質量を測定した。次に、容器を糸でひずみゲージに接続した。容器とひずみゲー
ジとを所望の軌道に潤滑剤とともに設置し、軌道が３０秒間動くようにした。３０秒後、
力を測定した。
【００８８】
　実施例３の結果を表６に示す。
【００８９】
　表６　ステンレススチールコンベヤー上のガラス容器の潤滑性
【００９０】
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【表６】

【００９１】
　表６は、ステンレススチール上のガラスの潤滑において、本発明が２つの公知のコンベ
ヤー潤滑剤よりも良好であることを示す。
【００９２】
　実施例４
　実施例４では、アセタール表面上のガラスボトルに対する種々の潤滑剤の潤滑能力を比
較した。本実施例には、表４の処方の０．２ｗｔ％溶液を、ＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＧＬＦ
（商標）およびＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＮＦ（商標）とともに用いた。実施例３で用いたシ
ョートトラック試験を本実施例でも用いた。結果を表７に示す。
【００９３】
　表７　アセタール上のガラスの潤滑性
【００９４】

【表７】

【００９５】
　表７は、アセタール表面上のガラスボトルの潤滑において本発明が公知の潤滑剤と同等
であることを示す。
【００９６】
　実施例５
　実施例５では、種々の潤滑剤のステンレススチール表面上の缶に対する潤滑能力を比較
した。本実施例には、表４の処方の０．２ｗｔ％溶液を、ＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＧＬＦ（
商標）およびＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＮＦ（商標）とともに用いた。実施例３で用いたショ
ートトラック試験を本実施例でも用いた。結果を表８に示す。
【００９７】
　表８　ステンレススチール上の缶の潤滑性
【００９８】
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【表８】

【００９９】
　表８は、ステンレススチール表面上の缶の潤滑において本発明が公知のコンベヤー潤滑
剤と同等以上であることを示す。
【０１００】
　実施例６
　実施例６では、種々の潤滑剤のアセタール表面上の缶に対する潤滑能力を比較した。本
実施例には、表４の処方の０．２ｗｔ％溶液を、ＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＧＬＦ（商標）お
よびＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＮＦ（商標）とともに用いた。実施例３で用いたショートトラ
ック試験を本実施例でも用いた。結果を表９に示す。
【０１０１】
　表９　アセタール上の缶の潤滑性
【０１０２】

【表９】

【０１０３】
　表９は、アセタール表面上の缶の潤滑において本発明が公知のコンベヤー潤滑剤と同等
以上であることを示す。
【０１０４】
　実施例７
　実施例７では、種々の潤滑剤のステンレススチール表面上のＰＥＴ容器に対する潤滑能
力を比較した。本実施例には、表４の処方の０．２ｗｔ％溶液を、ＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　
ＧＬＦ（商標）およびＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＮＦ（商標）とともに用いた。実施例３で用
いたショートトラック試験を本実施例でも用いた。結果を表１０に示す。
【０１０５】
　表１０　ステンレススチール上のＰＥＴ容器の潤滑性
【０１０６】
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【表１０】

【０１０７】
　表１０は、ステンレススチール表面上のＰＥＴ容器の潤滑において本発明が公知のコン
ベヤー潤滑剤よりも良好であることを示す。
【０１０８】
　実施例８
　実施例８では、種々の潤滑剤のアセタール表面上のＰＥＴ容器に対する潤滑能力を比較
した。本実施例には、表４の処方の０．２ｗｔ％溶液を、ＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＧＬＦ（
商標）およびＬＵＢＯＤＲＩＶＥ　ＮＦ（商標）とともに用いた。実施例３で用いたショ
ートトラック試験を本実施例でも用いた。結果を表１１に示す。
【０１０９】
　表１１　アセタール上のＰＥＴ容器の潤滑性
【０１１０】

【表１１】

【０１１１】
　表１１は、アセタール表面上のＰＥＴ容器の潤滑において本発明が公知のコンベヤー潤
滑剤と同等以上であることを示す。
【０１１２】
　上記の要旨、詳細な説明および実施例は本発明およびその幾つかの特定の実施態様を理
解する根拠を与える。本発明は種々の態様を含むことができ、よって上記の説明は限定を
意図するものではない。本発明は特許請求の範囲に属する。
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